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No.1093	 2011年４月号

　今年は、国連が定める「国際森林年」で、日本のテーマは「森を歩く」です、皆様、

森林浴を兼ねて「森の巨人たち 100 選」（林野庁）の一つ、「猪伏の大トチ」に会

いに行きましょう。（場所：愛媛県久万高原町猪
いぶせやま

伏山国有林内）� 【詳細は２頁】

「猪伏の大トチ」

遊　歩　道
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近
年
、
急
激
に
生
息
数
が
増

加
し
、
森
林
や
自
然
植
生
に
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
対
策
等
に
つ
い
て
徳
島
・

高
知
両
県
境
の
剣
山
・
三
嶺
地

域
に
お
け
る
関
係
機
関
が
連

絡
・
調
整
す
る
連
絡
会
議
を
三

月
二
日
に
四
国
森
林
管
理
局
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
徳
島
・
高
知
両

県
、
関
係
市
町
村
の
担
当
者
、

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事

務
所
、
高
知
大
学
、
森
林
総
合

研
究
所
四
国
支
所
な
ど
の
研
究

者
の
外
両
県
の
自
然
保
護
団
体

の
代
表
者
な
ど
二
四
名
と
森

林
管
理
局
、
関
係
森
林

管
理
署
の
担
当
者
が
出

席
し
、
平
成
二
二
年
度

の
対
策
の
概
要
と
平
成

二
三
年
度
の
対
策
案
を

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

「
三
嶺
の
森
を
ま
も
る

み
ん
な
の
会
」
の
坂
本

副
代
表
か
ら
は
、
平
成

二
〇
年
度
か
ら
香
美
市

に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

き
た
個
体
数
調
整
に
よ

る
捕
獲
数
の
推
移
に
つ

連絡会議（３月２日）

い
て
報
告
さ
れ
、
効
果
的
に
個

体
数
を
減
少
さ
せ
る
に
は
メ
ス

を
捕
獲
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当

初
は
メ
ス
の
捕
獲
数
が
多
か
っ

た
が
、
今
年
度
は
メ
ス
の
捕
獲

数
が
減
る
傾
向
に
あ
り
、
ハ
ン

タ
ー
か
ら
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目

撃
数
も
減
っ
て
い
る
と
の
情
報

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
体
数
を

減
少
さ
せ
る
上
で
捕
獲
が
一
部

地
域
で
は
、
有
効
で
あ
っ
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
で
あ
る
森
林

管
理
局
か
ら
、
四
国
全
体
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
の
調
査
結
果
を

と
り
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
を
示

し
、
県
境
を
ま
た
い
で
生
息
し

て
い
る
個
体
群
の
対
策
な
ど
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
香
川
、
愛

媛
両
県
を
含
め
た
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
ま

し
た
。

　

剣
山
・
三
嶺
地
域
で
の
取
組

の
み
な
ら
ず
、
四
国
全
体
で
の

シ
カ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、

関
係
者
が
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
、
平
成
二
三
年
度

新
規
採
用
者
二
名
の
入
庁
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
原
局
長
よ
り
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
入
庁
者
を
代
表
し
て
、

永
石
さ
ん
（
安
芸
署
）
が
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
局
長
か
ら
、「
学

生
時
代
に
は
、
色
々
な
こ
と
を

学
ば
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
本
日
か
ら
は
、
社
会
人
と

し
て
、
公
務
員
と
し
て
、
自
分

自
身
で
考
え
、
判
断
が
下
せ
る

よ
う
日
頃
よ
り
勉
強
（
学
習
）

し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
何
を

す
る
か
は
、
自
分
で
決
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

が
、本
当
の
意
味
で
の
勉
強
（
学

習
）
で
す
。

　

業
務
を
行
う
場
合
に
も
、
先

人
の
業
務
の
や
り
方
等
を
踏
襲

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
い
か
に

す
れ
ば
効
率
よ
く
業
務
を
遂
行

で
き
る
の
か
常
に
考
え
て
業
務

を
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
の
訓
示

を
受
け
、
気
持
ち

も
新
た
に
公
務
員

と
し
て
の
第
一
歩

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

永石さん、宮原局長、中岸さん

  
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
連
絡
会
議
開
催

    

剣
山
・
三
嶺
地
域
の
シ
カ
対
策
で
関
係
機
関

〈
指
導
普
及
課
〉

　
　
入
　
庁
　
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
総
務
課
〉
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愛
媛
森
林
管
理
署
管
内
、
愛

媛
県
上か

み
う
け
な
ぐ
ん

浮
穴
郡
久
万
高
原
町
猪

伏
山
国
有
林
内
の
「
森
の
巨

人
」
猪
伏
の
大
ト
チ
を
訪
ね
ま

し
た
。

　

（
高
知
ル
ー
ト
）

　

高
知
市
か
ら
高
知
自
動
車
道

で
須
崎
市
へ
、
須
崎
中
央
Ｉ
Ｃ

で
降
り
て
、
国
道
一
九
七
号
線

で
津
野
町
方
面
へ
、
津
野
町
高

野
で
、
公
団
基
幹
林
道
東
津
野

城
川
線
に
は
入
り
北
上
し
、
国

民
宿
舎
天
狗
荘
か
ら
姫め

づ
る
だ
い
ら

鶴
平
へ

向
か
い
、
姫
鶴
荘
手
前
で
右
折

し
て
突
き
当
た
り
の
遊
歩
道
入

口
（
公
衆
ト
イ
レ
）
に
至
り
ま

す
。
所
要
時
間
は
、
約
二
時
間

三
〇
分
で
す
。

少
し
過
ぎ
て
左
折
し
て
突
き
当

た
り
の
遊
歩
道
入
口
（
公
衆
ト

イ
レ
）
に
至
り
ま
す
。
所
要
時

間
は
、
約
二
時
間
三
〇
分
で
す
。

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
気
分
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
際
森
林
年
で
す
。

「
森
を
歩
き
」
森
の
巨
人
た
ち

に
会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

四国カルスト・五段高原

林内の遊歩道（ベンチ有り）白亜の湧き水

猪伏の大トチ（幹廻り）

　

（
愛
媛
ル
ー
ト
）

　

松
山
市
か
ら
、
国
道
三
三
号

線
を
久
万
高
原
町
へ
、
久
万
高

原
町
柳
井
川
の
柳
谷
大
橋
交
差

点
か
ら
、
国
道
四
四
〇
号
線
で

地
芳
峠
、
天
狗
高
原
方
面
へ
、

地じ
ょ
し
と
う
げ

芳
峠
か
ら
県
道
三
八
三
号
線

で
姫
鶴
平
へ
向
か
い
姫
鶴
荘
を

　

そ
こ
か
ら
、
遊
歩
道
に
は
入

り
、
ツ
ガ
、
モ
ミ
、
サ
ワ
グ
ル

ミ
、
セ
ン
ノ
キ
、
サ
ル
ス
ベ
リ

等
の
木
々
が
迎
え
て
く
れ
、
遊

歩
道
の
中
頃
に
「
白
亜
の
湧
き

水
」
と
呼
ば
れ
る
水
の
み
場
も

あ
り
ま
す
。

　

周
囲
を
観
察
し
な
が
ら
約

四
〇
分
ぐ
ら
い
歩
く
と
、
ひ
と

き
わ
勇
壮
な
「
森
の
巨
人
」
猪

伏
の
大
ト
チ
に
出
会
え
ま
す
。

こ
の
巨
木
を
見
る
と
、
今
ま
で
の

疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
、
心
も
体

　「
森
の
巨
人
」

　
　
猪い

ぶ

せ伏
の
大お
お

ト
チ
で
森
林
浴
を�

〈
総
務
課
〉
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四
万
十
川
の
源
流
点
で

森
林
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

に
四
万
十
川
の
源
流
点
を
訪
ね

「
森
林
の
働
き
や
森
か
ら
の
恵

み
」
に
つ
い
て
森
林
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
歩
道
沿
い
の
樹
木

を
観
察
し
な
が
ら
四
万
十
川
の

源
流
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

源
流
点
で
は
四
万
十
川
に
ま

つ
わ
る
話
題
と

し
て
、
川
の
長

さ
、
名
前
の
由

来
等
に
つ
い
て

説

明

し

ま

し

た
。
児
童
達
は
、

四
万
十
川
の
源

流
点
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、

ま
た
、
実
際
に

現
地
の
自
然
や

水
に
触
れ
、
こ

こ
が
源
流
点
で

樹木説明中

平
成
一
四
年
か
ら
毎
年
こ
の
時

期
に
、
地
域
住
民
や
企
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
が
か

り
な
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
十

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
一
七
〇
〇
人
が

参
加
し
、
県
道
及
び
市
道
の
沿

線
、
浦う

ろ生
海
岸
、
長
崎
の
鼻
等

に
分
か
れ
て
、
約
一
時
間
半
の

清
掃
活
動
を
行
い
、
約
九
ト
ン

も
の
ご
み
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

当
所
に
お
い

て
も
、
屋
島
地

区
の
県
道
及
び

市
道
の
沿
線
は
、

大
部
分
が
国
有

林
（
屋
島
国
有

林
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
毎
年

参
加
し
て
お
り

ま
す
。

　

県
道
及
び
市

道
を
歩
き
な
が

長崎の鼻（国有林）及び同海岸付近での清掃活動の様子

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

下
山
後
は
四
万
十
源
流
セ
ン

タ
ー
「
せ
い
ら
ん
の
里
」
に
移

動
し
て
、
「
森
林
の
働
き
」
や

「
樹
木
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

予
め
児
童
達
は
、
高
知
県
の

甫ほ

き

が

み

ね

喜
ヶ
峰
森
林
公
園
等
で
森
林

に
つ
い
て
事
前
に
学
習
し
て
い

た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
学
習
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
し
て
、「
森

林
の
大
切
さ
や
森
か
ら
の
恵
み

に
つ
い
て
」
十
分
に
理
解
し
て

頂
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　

三
月
一
日
、
須
崎
市
立
吾あ

そ

う桑

小
学
校
五
年
生
一
四
名
を
対
象

　

三
月
六
日
、
高
松
市
屋
島
地

区
に
お
い
て
、
「
屋
島
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
屋
島
地
区
で
は
海

岸
線
を
中
心
に
ご
み
の
不
法

投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
、

屋
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉
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ら
、
安
政
年
間
に
高
松
藩
が
築

い
た
砲
台
跡
の
あ
る
長
崎
の
鼻

ま
で
清
掃
活
動
を
行
い
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ほ
か
、

扇
風
機
や
じ
ゅ
う
た
ん
等
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

屋
島
国
有
林
に
お
け
る
ご
み

の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
協
力
、
高
松
市
や
警
察
と

連
携
し
た
撤
去
活
動
、
摘
発
に

よ
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
開
始

し
た
十
年
前
か
ら
は
、
年
々
減

少
し
て
来
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
悪
質

な
不
法
投
棄
が
続
い
て
お
り
、

今
後
も
、
日
常
の
巡
視
等
と
と

も
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
不
法
投

棄
の
未
然
防
止
や
清
掃
活
動
の

保
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

四
月
一
七
日
（
日
）、
三み

う

ね嶺

登
山
道
沿
い
の
三
嶺
国
有
林

二
七
林
班
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協

力
し
て
シ
カ
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

現
地
は
、
三
好
市
東
祖
谷
山

名
頃
登
山
口
か
ら
一
時
間
ほ
ど

登
っ
た
通
称
「
ダ
ケ
モ
ミ
の
丘
」

付
近
で
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
純

林
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
息
数
が

急
増
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

繰
り
返
し
食
害
を
受
け
て
い
る

た
め
、
当
署
で
は
、
一
昨
年
か

ら
保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

登
山
道
沿
い
は
、
保
護
ネ
ッ

ト
が
張
れ
な
い
た
め
、
昨
年
は

徳
島
県
自
然
環
境
課
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
協
力
し
て
、
単
木
ネ
ッ
ト

設
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

協
力
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
三
嶺
の
自

然
を
守
る
会
（
暮

石
洋
理
事
長
）
で

す
。
同
会
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
三

嶺
周
辺
の
自
然
環

境
を
守
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す

が
、
当
日
は
、
同

会
の
メ
ン
バ
ー
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
七
名
、
当
署

の
三
名
で
単
木
ネ
ッ
ト
設
置
を

行
い
ま
し
た
。

　

約
二
時
間
の
作
業
時
間
で
し

た
が
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
一
〇
五

本
に
単
木
ネ
ッ
ト
を
巻
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
道

沿
い
な
の
で
、
大
き
な
根
張
り

の
保
護
や
注
意
標
識
の
設
置
も

行
い
ま
し
た
。
単
木
ネ
ッ
ト
の

耐
久
性
は
十
年
以
上
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
回
の
作
業
で
多

く
の
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
が
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
は
、
ゴ
ヨ

ウ
マ
ツ
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
を

含
め
、
山
岳
地
域
の
稀
少
な
樹

木
を
保
護
す
る
活
動
を
県
、
市

町
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
係
し
て

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
が
良
好
な
自
然
環

境
や
生
物
多
様
性
の
保
全
に
寄

与
し
、
広
く
国
有
林
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
一
助

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

ＮＰＯによる単木ネット設置作業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
力
し
て

シ
カ
対
策
を
実
施
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●趣　旨

　�　2011 年は国連が定める国際森林年です。国際森林年は、世界中の森林の持続可能な

森林経営、保全の重要性に対する認識を高めることを目的としています。

　�　国際森林年の我が国のテーマは「森を歩く」とされており、四国森林管理局では国

民の皆様に森林に親しみ、自然と触れ合うことで、森林に対する理解を深めていただ

きたいと考えております。

　�　今回、馬路村魚梁瀬の千本山国有林を山の案内人と散策、昭和 38年に廃線となりま

した魚梁瀬森林鉄道は今年が開通からちょうど 100 周年にあたり、この遺産を森林鉄

道ガイドの案内で訪ねるバスツアーを実施します。

●開催予定日：平成２３年６月５日（日曜日）

●募集予定は、平成２３年５月１６日（月）から５月２７日（金）まで。

※詳細については、募集開始日に、四国森林管理局ホームページ「イベント情報」へ掲

載しますのでご覧ください。

 ⇒ http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/koho/event/index.html

●お問い合わせ先

　四国森林管理局　指導普及課　担当：河
かわ

野
の

　　電話：０８８－８２１－２１２１

千
本
山
（
馬
路
村
魚
梁
瀬
）

五
味
隧
道
（
馬
路
村
馬
路
）
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�　部���　門

①　多面的機能の発揮に向けた森林整備の推進
②　木材の利用推進
③　森林環境教育活動の推進

�　募���

平成２３年４月１８日から平成２３年６月３０日まで（当日消印有効）

平成１６年１１月１４日の「四国の森づくりシンポジウム」において、徳島県、香川県、

愛媛県及び高知県知事並びに四国森林管理局長が一堂に会し、「四国の森づくりに

関する共同宣言」を行い、毎年１１月１１日を「四国山の日」と制定し、さまざまな取組

みを４県と森林管理局が連携して推進しています。

この「四国山の日」の取組みの一環として、18年度「四国山の日賞」を創設し、共同

宣言の趣旨に沿って四国の森づくり等の取組みを積極的に推進している団体等に

対して表彰を行うこととしました。

自薦、他薦は問いませんので、ご応募お待ちしています。

�　応募��

応募にあたって、詳細は下記ホームページでご確認下さい。
なお、各部門毎に、応募の様式を定めておりますので、お手数ですが、
四国森林管理局ホームページからダウンロードして頂き、必要事項を
記入の上、郵送にてご応募下さい。

※四国森林管理局ホームページはhttp://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/

�　応�募��

〒780-8528　高知市丸ノ内１－３－３０
四国森林管理局　指導普及課内　四国山の日賞選考委員会　事務局

�　選考�発表

学識経験者等で構成する「四国山の日賞選考委員会」（平成２３年８月下旬）
で選考を行います。
受賞者へは平成２３年９月中に通知します。選外の通知はしません。

�　表　�　彰

平成２３年秋に、香川県において、実施する四国山の日関連行事にお
いて表彰する予定です。※各部門毎に、１～数団体等を表彰予定です。

�　��の�他

応募に係る書類は、返却しません。
また、個人情報については、選考の目的以外には使用しません。

平成１６年１１月１４日の「四国の森づくりシンポジウム」において、徳島県、香川県、
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この「四国山の日」の取組みの一環として、18年度「四国山の日賞」を創設し、共同

宣言の趣旨に沿って四国の森づくり等の取組みを積極的に推進している団体等に

対して表彰を行うこととしました。

自薦、他薦は問いませんので、ご応募お待ちしています。

問い��せ�

四国森林管理局 指導普及課 （088-821-2121）
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宣言の趣旨に沿って四国の森づくり等の取組みを積極的に推進している団体等に
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